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図8 溝 1平面図…………………………………… 7
図9 溝 1～4平・断面図………………………… 7
図10 溝 1～4断面図…………∴………………… 8







































































































































































調査主体 岡山大学生活協同組合 (理事長 保田立二)
調査担当 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター (センター長 北尾善信)




財務・施設担当理事 (センター長)   北尾善信  大学院自然科学研究科教授       柴田次夫
大学院社会文化科学研究科教授 (副センター 長)新納 泉  大学院環境学研究科教授 (調査研究専門委員)'中 陽子
大学院社会文化科学研究科教授     久野修義  埋蔵文化財調査研究センター 教授 (調査研究室長)山本悦世






































学科棟 :現6号館東半)、 同第6次調査地点4)(生物応用工学科棟 :現6号館西半)、 北西約100mの地点に同第7
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左 :調査区西壁 右 :調査区北壁・溝3付近















隧茫よ生時代匡ヨ縄文時1 0                  1c~― ― ― ― 十 一 ― ― ― ― ― ―匡国古代
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b_   2・並b' 1 暗灰色粘質土
a       l畦畔 3.Om a'
1 暗灰褐色土
0             50cm
b群




図6 弥生時代畦畔・出土遺物 (縮尺 1/300、1/20、1/3)
(南から)
番号 器   種 特 徴 胎 土 色   調
l 突帯文土器・深鉢 ナデ、貼付突帯上に刻みは不明、日唇部に刻み 微砂～細砂 暗灰褐色、淡褐灰色
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図8 溝1平面図 (縮尺 1/100)(南から)
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lm   溝4ピット
-    1 
灰色砂質土(Fe◎)
図11 清3・4内検出ピット平 。断面図 (縮尺 1/30)
AX-3
0   1        10m
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番号 出土層位 器 種 特 徴 胎  上 色 調
1 1la層 縄文土器・鉢 (内 ナデ、(外)縄文(LR) 細砂 黒褐色
1lb層 縄文土器・鉢 (内 ナデ、(外)縄文(LR) 微～細砂 橙 色
1lb層 縄文土器・浅鉢 (内 ナデ、口唇部に貼付突帯十沈線、(外)ナデ、ローリング 細砂～祖砂 黒褐色
12層 縄文土器・深鉢 (内 丁寧なナデ、(外)ナデ+横位沈線 細砂 暗褐色～暗茶褐色
10～ 11層 縄文土器・深鉢 (内 ナデ、(外)磨消縄文(RL)+横位沈線 細砂 黒褐色、暗褐色
1lb層 縄文土器・深鉢 (内 ナデ、(外)磨消縄文、2条沈線 細砂～祖砂 黒色、暗茶褐色
7 1lb層 縄文土器・深鉢 (内 丁寧なナデ、(外)ナデ十沈線 微～細砂 淡褐色、褐橙色
1lb層 縄文土器・深鉢 (内 丁寧なナデ、(外)ナデ、2条沈線 細砂 淡褐色、暗灰褐色
1lb層 縄文土器・深鉢 (内 丁寧なナデ、(外)ナデ+沈線 細砂 淡褐色、淡橙色
1lb層 縄文土器・深鉢 (内 (外)丁寧なナデ、肥厚させた口縁部に太い沈線、日唇部に縄文(RL) 微～細砂 淡褐色、淡灰褐色
11 1la層 縄文土器 深鉢 (内 丁寧なナデ、(外)荒いナデ、肥厚させた口縁部に同心円文、縄文(LR) 細砂 暗褐色～茶褐色
10層 縄文土器・深鉢 (内 丁寧なナデ、(外)磨消縄文(RL)十横位沈線 微～細砂 暗褐色、淡褐色
1lb層 縄文土器・深鉢 (内 ナデ、(外)ナデ後、沈線施す、ローリング著 しし 細砂 暗灰色、淡橙色
1la層 縄文土器・深鉢 (内 ナデ、(外)縄文(LR)沈線 微～細砂 淡橙褐色、淡褐色
1lb層 縄文土器・深鉢 (内 ナデ、(外)ナデ、口唇部に爪形文 細砂 淡褐色
1lb層 縄文土器・深鉢 (内 テ1落、(外)磨消縄文(LR)+沈線 細砂 淡褐色
11～ 12層 縄文土器・鉢 (内 丁寧なナデ後、横位の沈線、(外)口唇部に縄文(LR) 細砂 淡灰褐色
1la層 縄文土器・深鉢 (内 ナデ、(外)磨消縄文(RL)+横位沈線、波状口縁の頂部には縦位の沈線で区画 細砂、緻密 暗褐色～茶褐色
1la層 縄文土器・深鉢 (内 ナデ、(外)磨消縄文(RL)+横位沈線 細～粗砂 黒褐色、暗褐色
11～ 12層 縄文土器・深鉢 底径7 0cm、丁寧なナデ 微～細砂 暗灰色、淡橙色























番号 出土層位 器  種 最大長 最大幅 最大厚 重 量 石 材 特 徴
Sl 6層 石鏃 (173) 022 サヌカイ ト 未製品、凹基式、側縁への二次調整がほとんどみられなし
S2 側 溝 楔形石器 225 072 サヌカイト 図上面に階段状の剥離が認め られる
S3 側溝 楔形石器 239 117サヌカイト 片側に剪断面、図上面に階段状の剥離が認められる
11層 楔形石器 298 070 サヌカイト 両倶1に剪断面、上下端に階段状の剥離
S5 11層 楔形石器 サヌカイト 図下端に階段状の剥離
11層 石鍬 (628) 粘板岩 基部を欠損、撥形を呈する、刃部はやや急斜度の調整を施す
S7 10層 石鍬 (683) 581粘板岩 (熱変成) 基部を欠損、自然面を一部に残す
1lb層 石錘 558 523276 1134流紋岩 円礫の長径両端に打ち欠き
11層 磨石 (670) 3907流紋岩質凝灰岩 約1/2を欠損、磨減面の裏面に敲打痕、凹み石としても使用
倶1溝 台石or石皿 (748)(549) 572 2041流紋岩 図表面 裏面の二面に磨面が認められる、破損
10層下半 石皿 (1760)(1173) 10854細粒イと同岩 破損、図上面が磨減 しており、使用面と考えられる
図15 出土遺物2:土製品 。石器 (縮尺 2/3)
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第1節 発掘調査報告
0                   10Cm
図16 出土遺物3:石器 (縮尺 1/3)
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名 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター 紀要2008
掲 載 箇 所 第1章 津島岡大遺跡の研究 第1節 発掘調査報告 (Pl～16)
著 者 名 岩崎志保
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所 収 遺 跡 所在地 市町村 (世界測地系) (世界測地系)
???
????? ?






















所 収 遺 跡 名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項
津島岡大遺跡
第 31 次







































































































































溝 3 溝 2
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1 造成±       5 淡褐色砂質土    土坑 12 淡灰色砂質±    6 暗淡褐色砂質土   ①淡褐灰色砂質土3 灰褐色砂質±    7 灰褐色砂質土    ②淡灰白色砂4 暗褐～褐色砂質土
図27 断面図 (縮尺 1/40)
は本層が堆積 していたことが新たに知 りうる。 5・ 6層は淡褐色砂質土で、5層に微量の炭化物、6層に明灰色
























































































































? 構内座標 所属 調査名称 細 目調査名称 調査期間 掘削深度(GL m) 内 容








3 配管 43・48 115～12近世層上面まで確認
4 BC18,19 雨水排水枡設置 78・23 近世層まで確認












8 AZ09 杭周 りの根切 り 造成土内
















立会 AW00 (腐食株除去 ) 造成土内
立会 AV01 (ハンドホール新設) 造成土内
立会 (水銀灯撤去) 既設内
立会 AW01 給水配管 造成上内
立 会 AW00～AX02 排水設備 820～91055-105集水桝1地点で近代層まで確認

































立会 AY05 屋外排水管 造成土内
立会 AY04 給水及び消火配管 1029・11706-096造成土内




BB12 KDDI無線基地局新設工 管路 922・24・2507～121近世層まで確認
BB12 事 建柱 灰褐色砂質土層まで確認、黒色土未確認




立 会 津島南 BF12 施 南北道路水道管復旧工事 1024 造成上内
立 会 津島南 BF15 事 農学部水道管復旧工事 造成土内




立 会 津島南 BJ17 事 南宿舎電柱設置工事 およそGL-12～15mで黒色土確認







仮電柱設置 10地点 を掘削 し、2地点で近代層 まで確認
立会 AX04 基礎杭設置 1224・26 既設内
立会 AX04 給水管 088～115近世層まで確認
立会 AX04 玄関設置 217 近代耕作土層まで確認
立会 AX04 ガス管 085～121中世層まで確認
立会 AX05 外灯移設 11-122地点掘削 し、古代層まで確認
立会 津島北 AU13 AV13図 中央図書館他耐震改修工事 仮電柱設置 06-083地点掘削 し、造成土内











仮電柱設置 12～17 2地点掘削 し、北地点
では中世層まで、南
地点では東西溝の埋土を確認
立会 AY02 消火配管 LJ」替 造成土内
立会 AY03 ガス管 310～11・19 08～12 近世層まで確認











接地極埋設 35・16 03～17 古代層まで確認
立会 AY02 埋設電線管 造成土内
立会 津島南 BF15・17 農 農学部東屋設置工事 226-27 造成土内







立会 津島北 AU08 AX08工 工学部カーブミラー設置工事
2地点を掘削、北地点ではGL-05m以下で
岩盤が露呈、南地点では近代層まで確認
48  46  44   42   40  38  36   34   32  30  28  26   24   22  20   18   16   14












































鹿 田 遺 跡 第 19次調 査 噛 学部渡り廊下新営 :鹿田AW～AY22～3区)
a.調査の成果













調査担当 :野崎貴博 (主任)・山本悦世 。池田晋・岩崎志保・光本順





























































































































焼土遺構        壺棺
田田 土器の散布範囲             lll







































































|      ★ :蹄脚硯出土地点
0             5m































2.基幹整備 (西病棟 とりこわ し他)工事 :BQ24～CD27区鋼査番号3～6〉
a.調査地点の位置と経過
























































































0       1m
















































図41 検出遺構平・断面図 (縮尺 1/40)
図40 調査地点の位置 (縮尺 1/1,500)
表2 2008年度鹿田地区調査一覧













仮設渡 り廊下 1029・1114 18 20075～085近世～近代層を確認
4 立会 BT24-CD27 平板載荷 075-09近世～近代層を確認
5 立会 BT24～25 現場打ち排水枡 098^1´4 弥生基盤層を確認








伴う支障ガス配管移設工事 1110- 14076ヽ 10近世層まで確認、土坑2基
8 立会 AR62～ AP65事 西側囲障改修工事 09223 062～ 066既設内
-38-
第2節 立会調査の概要
0                         100m囮   発掘調査
■ ● 立会調査
※番号は表2の調査番号に対応する。











































































0       1m
る値であり、誤差が見込まれる。












































番号 種類 所属 調 査 名 称 調査期間 掘削深度 内 容











































2008年 1月31日 濃度 70%
2008年3月31日 濃度 80%
2008年5月 9日 濃度 90%
2008年6月10日 濃度 95%






















期 処理期間 (延べ期間 ) 処 理 対 象 .lil 査
第 1期
1992年2月～1993年11月




鹿田遺跡第3次 (医療短期大学部校舎)第4次 (医療短期大学部校舎周辺配管)・第5次 (管理棟)、

































































































































l戯 名 氏 名 ■1,当お「目 委 託 期 間 考
教 授 山本 悦世 博物館実習 平成21年4月1日～平成22年3月3 日 通年 水曜日3・4 5限)
助 教
??
志 保 博物館実習 14成21年4月1日～平成22年3月3 日 通年 /1(日程日3・ 4・5 1ila)
助 教 野崎 貴博 博物館実習 平成21年4月1日～平成22年3月3 日 通年 (水曜日3 4 5限)
助 教 光本  川百 博物館実習 平成21年4月1日～平成22年3月3 日 i亜年 水l羅日3・ 4・5限)





















































山本悦世 :「津島岡大遺跡における土器の圧痕の様相」九州古代種子研究会 (熊本大学3月 7日)
岩崎志保 :「中国漢代の画像石」考古学研究会岡山12月例会 (岡山大学12月 13日)
光本 順 :「弥生時代人物全身画の出現と展開」日本考古学協会第74回総会 (東海大学5月25日)
「可能性としてのクイア考古学」クイア学会第1回大会 (広島修道大学11月9日)
4.講演など




岩崎志保 :中国東周～漢代遺物の実見 。資料調査 (京都府・滋賀県)
中国漢代墓誌の資料調査 (岡山市)
野崎貴博 :中。後期古墳の踏査・埴輪の実見 (長崎県 。福岡県・奈良県・京都府・岐阜県)
光本 夕頂:弥生時代絵画資料に関する資料調査 (福岡県小郡市)
古墳時代石棺および直弧文に関する資料収集・資料調査 (福岡県・熊本県 。大阪府 。福井県)
古墳時代副葬品に関する資料調査 (徳島県)




















研究 2008年度の刊行物として、例年通り、発掘調査報告書 1冊 (『津島岡大遺跡19』岡山大学構内遺跡発掘調
査報告第25冊)および紀要1冊 (『紀要2007』)、 そしてセンター報2冊 (『岡山大学埋蔵文化財調査研究センター
報40号』『同41号』)を刊行 した。『津島岡大遺跡19』 では、古代の道路状遺構の報告、および津島岡大遺跡にお
ける古代～近代までの条里地割の推移をまとめた。紀要では、当センター20周年記念事業の一環として2007年度























































































































(調査研究員〉池田 晋・岩崎志保・野崎貴博・光本 順 :専、埋文センター助教





新納 泉 大学院社会文化科学研究科教授 (副センター長)
大塚愛二 大学院医歯薬学総合研究科教授



























第65回2008年10月29日  協議事項  ・
報告事項  ・


















































年度 地 区 名 種類 所属 調 査 名 称 調 査 組 織 調査面積
(lni)
文献 備 考
鹿  田 立会 歯 同附属病院棟新営 岡山市教育委員会 8
津島南 BD26 農 寄宿舎新営
津島北 文法 合併処理槽施設
津島北 文法経 合併処理槽施設






















津島北 AW14 発掘 法文 排水集中槽 (NP-1)JIP設 岡山大学 小橋法目黒遺跡 :津島岡大第 1次調査
津島南 試掘 学 武道館新営 岡山市教育委員会
津島北 AY15・16 法経 校舎新営
鹿 田 医 標本保存庫新営 岡山県教育委員会
医病 外来診療棟新営 岡山市教育委員会
立会 医 動物実験施設関連排水管・ガス管理設 岡山県教育委員会 1
鹿 田 AE～AN22、AE22～26 歯 電話ケーブル埋設 岡山市教育委員会岡山大学埋蔵文化財調査室
付 表
付   表
文献
1 光永真- 1983「岡山大学医学部附属病院動物実施設新営工事に伴う排水管付設工事に伴う立会調査J『岡山県埋蔵文化財報告』13 岡山県教育委員会
2 河本 清 1983「岡山大学医学部附属病院外来診療棟改築に伴 う確認調査J『岡山県埋蔵文化財報告』13 岡山県教育委員会







し、総合番号を※1として区別 している。                     |
|      ・確認調査のうち、その後の発掘調査範囲内に入った場合は、範囲内の番号記載を省 き、全てが範囲内に含まれた場合には総合番号に ( )を付 してい |
|       る。                                                                           |
|  :碁 倉¬拿醤れ禦喜馨辱
存する基準 :①中旺 層肝 雛 認 した調査 ②明確猫 構 。遺物雛 認 した調査        |

















:排水管理設 8419-35265 弥生時代早～前期集落 4
② BH13 津島岡大遺跡第2次調査:合併処理槽埋設
1114-1122




















AV・AW04・05 工 津島岡大遺跡第6次調査:生物応用工学科棟 920-89531
縄文時代後期の貯蔵穴 と河道、古代条里
関連溝、弥生時代前期～近世の水田・溝






? 年度 番号 構 内 座 標 所属 調 査 名 称 調 査 期 間 面積(壼) 概 要 文献
⑩ l AY AZ08 大 自 津島岡大遺跡第5次調査:自然科学研究科棟 43～421 古墳時代後期の溝
⑭ 2 BD18 19 農 薬 津島岡大遺跡第8次調査 (A地点):遺伝子実験施設 723～1225650 縄文時代の十坑、弥生時代～近世の溝
⑮ 3 BH13 農・薬 津島岡大遺跡第8次調査 (B地点):合併処理槽 723～122 弥生時代清、古代～近世水田















































④ 1996 3 AW02～04 環 津島岡大遺跡第17次調査:環境理工学部新営 96521～ 19
縄文時代後期の集落、弥生時代の溝 水
田、古代の水田





① 3 AZ09・10 津島岡大遺跡第19次調査:コラボレー ションセンター 98727～99218
縄文後期遺構、弥生前期の河道、古墳時
イt・ ll「Lの溝、近世道路状遺構・溝





① 1998 6 AX09 工 津島岡大遺跡第21次調査:エレベーター設置 98116～24
縄文時代中期土坑、弥生時代早期～前期
溝、占代土坑・溝











ll 3 AZ14 大文 津島岡大遺跡第24次調査:総合研究棟渡 り廊下建設 00125-14 縄文時代後期河道・杭列






















② 2002 4 BF16 農 津島岡大遺跡第29次調査:共同溝 02918-103626 弥生～ I■f墳時代の溝 ビット









? 年度 番号 構 内 座 標 所属 調 査 名 称 調 査 期 間
?? lFt 要 文献
9 AU～BD28～40 医病 鹿田遺跡第1次調査 :夕ヽ 来診療棟 727-11228419～ 8312188弥41時代中期後半～中11集落 7





















BY56-´57 医 庄田遺跡第7次調査 :基礎医学棟 98227-86829
古墳時代初頭・|11世の集落、近‖Lの水田・
溝













医病 鹿田遺跡第9次調査 :病棟 981127´-99511 弥生時代水田・溝、中世～近世集落
⑪ 1999 3
CD CE10´-12、
DD～DF16～22 医病 鹿田遺跡第10次調査 :共同溝関連 9957-9910142441
古代の杭列 (河道内)、 弥生時代 ピット
近世溝
















⑮ l CD～CTvl12～20 医病 鹿田遺跡第14次調査:病棟 (Ⅱ期) 03731～ 1217
弥生～古墳時代の畦畔・溝、中世の井戸・
土坑 溝・近世のため池・土坑
① 2003 2 BQ～BS45・46
?





医病 鹿田遺跡第16次調査:立体駐車場新営工事 041021～118 4915
近世～近代の畦畔・溝 畝 土坑、中世
の土坑、弥生～占墳の河道
⑩ 2006 1 BR―´BY60～64 医病 鹿田遺跡第17次調査:総合研究棟 (医学系 ) 06710～1114
古墳時代住居lll、古代溝状遺構、中世井
戸・溝・建物、近世土坑・溝
164 2007 BT13～BY20 医病 鹿田遺跡第18次調査:中央診療棟 1010～83148722弥生時代後期～近世の集落、井戸 溝




















① 19971 2 固 福呂遺跡第1次調査 :実験研究棟 97510～20、728-31 269
縄文時代早期・弥生時代中期 中世 近
世集落
② 1997 3 固
福呂遺跡第2次調査 :実験研究棟







? 年度 番号 構 内 座 標 所 属 調 査 名 称
掘 削 深 度
(m)
造成上厚
(m) 概 要 文献
1 BH13 農 合併処理槽予定地 →津島同大第2次調査 :1983年度 1









6 1983 4 BF22 23 農場畜舎新営予定地 20～30 2ヶ所、土器片<1987年度工事立会> l




BB10 保 保健管理センター新営予定地 20^‐30 →津島岡大第10次調査 :1999年度 1
9 7 B116 事 津島宿舎新営予定地 土器片<1987年度工事立会> 1
AW05 工 校舎新営予定地 1 上器片 l
1985 1 BE08 教養 講義棟予定地 遺構など未確認く1986年度工事立会> 5
2 AX02 教育 研究棟予定地 26～34 3ケ所、縄文～弥生土器出土 5
1985 AV AW99～01 学 男子学生寮新営予定地 20-30 1 →津島岡大第3調査 :1986年度 5
1986 3 BF BG09 学 屋内運動場新営予定地 24、 12-17 →津島岡大第4次調査 :1986年度 6
1986 4 AY AZ07 大 自 自然科学研究科棟新営予定地 16～32 06～08→津島岡大第5次調査 :1988年度 6
4 AP02(土生地区) 事 外国人宿舎建設予定地 22-28 縄文時代・弥生時代・近世の遺構面 8
5 AVll 情 総合情報処理センター新営予定地 20-30 2 →津島岡人第11次調査 :1993年度 8
AY09 理 身体障害者用エ レベーター建設予定地 30～35 約10
中世・近世の遺物、古代・中世の水田
く継続 して調査> 8





17 AX04 06、AW04工 校舎建設予定地 20-35 →津島岡大第 6・7次調査 :1988年度















年度 番号 構 内 座 標 所 属 調 査 名 称 掘 削 深 度(m)
造成土厚
(m) 概 要 文献
4 BD02 学 学生合宿所予定地 20～32 1 弥生時代早 前期の畦畔く1989年度工事立会> 14
5 AV AW13 図 図書館新営予定地 14～16 →津島岡大第12次調査 :1993年度 14
学 学生合宿所ポンプ槽予定地 弥生時代前期畦畔、中世土器片
AW AXll 事 福利厚生施設予定地 14～16→津島岡大第13次調査 :1994年度
1993 3BE―‐BF22-23 農学部汎用耕地実験実習施設 中～近世耕作土
3 農・薬 動物実験施設 GL-14mで黒色土、縄文土器 1点出土<盛り土保存>




AW02・03 環 環境理工学部新営 →津島岡大第17次調査 :1996年度
1995 学 ボクシング部ボックス移設 3 標高25mで黒色上、弥生～古墳時代の清2条、古代溝 1条
AZ09 理 コラボレーションセンター新営に伴う試掘調査 27-34 →津島岡大第19次調査 :1998年度
1998 AW02・03 環 校舎 (Ⅱ期)新営に伴う調査 →津鳥岡大第22次調査 :1998年度
AW04 工 システムエ学科棟新営に伴う調査 GL-18mで黒色上、縄文後期の遺構
14
AU02・03・06、




(105) AZ15、BA14 文法。経 総合校舎新営に伴 う調査 27、 35 0811→津島岡大第23次調査 :1999年度









に伴う調査 26-32 17 0ヽ9
6ケ所掘削、縄文・弥生時代の微高地、
古代溝を確認
7 BB14 創立50周年記念館新営に伴う調査 2 →津島岡大第27次調査 12001年度
5 BD15 事 事務局旧本部棟移転に伴う.F・l査 黒色上の落ち検出
<鹿田地区 :鹿田遺跡>
???
年 度 番号 構 内 座 標 所属 調 査 名 称 掘 削 深 度(m)
造成土厚
(m) 概 要 文献
1 BU30 31 医病 西病棟北側受水槽予定地 14 05～07 中世土器・包含層確認く盛上保存> 2
2 CT・ CU25、CZ19・20・ 23・24 医 短 医療短期大学部校舎新営予定地 08～10
→鹿田第3次調査 :1986年度 2
6 4 AJ33、 A140、AJ AK26 医病
外来診療棟環境整備工事に先立つ
範囲確認調査 22～30 09～14弥生時代～中世の遺物 5
1990 BY・BZ68 ア アイソトープ総合センター予定地 12～13 →鹿田第6次調査 :1990年度










年度 番号 構 内 座 標 所属 調 査 名 称 掘 削 深 度(m)
造成土厚
(m) 概 要 文献
1 4








年度 番号 構 内 座 標 所属 調 査 名 称 掘 削 深 度(m)
造成上厚
(m) 概 要 文献
3 1 教 育 附属小学校校舎建替え工事に伴 う調査 03 0ヽ54ヶ所、近世・近代溝3条、中「L?畦畔
<三朝地区 :福呂遺跡>
〈?? ??
? 年度 番号 構 内 座 標 所 属 調 査 名 称 掘 削 深 度(m)
造成土厚
(m) 概 要 文献













年度 番号 構 内 座 標 所属 調 査 名 称
掘 削 深 度
(m)
造成上厚
(m) 概 要 文献
ll B115～17 事 南宿舎合併処理槽関係配水管埋設 10～22 溝・土坑、弥生土器・須恵器 2
BE08 09 教養 校舎新営 中・近世の溝 上器 6
学 ハンドボールコー ト新設 02-20 黒色土確認 6





8 AZ08 大 白 自然科学研究科棟新営:工事用道路 弥生時代後期水田
・溝 14
0 AU05 工 校舎新営に伴う電柱架設 10 黒色土確認 14
6
9







9 BC18 農・薬 防火用水撤去 基盤層まで掘削、石鏃出土
BB16 事 津島地区基幹整備 (電気 ):ハンドホール・アース板 17-18 2ヶ所、明治層～淡灰色粘土層
BD15 事 津島地区基幹整備 (電気 ):アース板 GL-15mで黒色土
BC・BE BF12事 南北道路街灯設置 3ヶ所、GL-14mで古代層
BD18 農・薬 遺伝子実験施設ハンドホール設置 075～11 縄文後期層まで掘削、溝2本
AV12 事 附属図書館北側駐車場整備 3 17 造成上以下は粘土層




1993 BBll 保 保健管理センター新営に伴 う旧棟改修 :電気配線 11 弥生土器片、工法変更







BB～BG12～13 事 津島地区環境整備 :水銀灯設置 05-1210ヶ所、近世～中世層まで掘削、一部で暗褐色土層を確認















BD20 農 焼却場 GL-19mで黒色土
4 BC18 農・薬 動物実験棟新営に伴う造成土取 り 黒色土層付近まで掘削













AV03～AW03 サ サテライトベンチャービジネスラボラトリー 新営:配管設置工事
弥生時代層まで掘削、古墳時代前期の遺
構・遺物
1996 Aul‐03 環 校舎新営予定地電柱移設工事 2 黒色土まで掘削
1996 AV13 図 附属図書館新営:雨水桝・外構工事
造成土以下に青灰色粘質土・黄褐色粘質
土・灰褐色粘質土
1997 BB13～BH13 事 南北道路ガス管理設工事 中世層まで掘削
AWll～BA13事 南北道路ガス管理設工事 中世層
1997 BC12 事 福利厚生施設新営に伴 う共同溝新設工事 GL-165mで黒色土、古代～近世の溝
BA09 事 構内外灯設置工事 GL-142mで黒色土
AZ09、BA09 理 コラボレーションセンター支障配管布設替工事 GL-14mで黒色土
BB12、 BC12 事 南福利街灯設置工事 中世層まで掘削
AY06 環 校舎新営に伴 うガス管理設工事 12-14 065-095 中世層まで掘削、10ヶ所
1998 BC10 事 学生会館改修に伴 うトラップ桝撤去工事 145
GL-17mまで灰褐色粘土層、GL-22m
まで青灰色粘土層
BA00 事 NTT電柱移設工事 造成土以下に褐色系粘質土
AX03～AY07 環 実験排水管理設工事 14 06-1410ヶ所、5地点で中世層、2地点で古代層、 1地点で古墳時代層まで掘削
AU02 環 馬場移設に伴う樹木移植 11-13GL-2mで弥生後期層、GL-22mで縄文基盤層
AV03、AW03 環 校舎新営に伴 う生活排水llI設置工事 古墳時代層まで掘削、須恵器・土師器
AW03 環 校舎新営に伴うガス管埋設工事 145 中世層まで掘削




年度 番号 構 内 座 標 所 属 調 査 名 称 掘 削 深 度(m)
造成上厚






13 AW02 環 校舎 (Ⅱ期)新営に伴うスロープ設置工事
調査面積25111、黒色土下面まで調査、近
代土坑・古代溝・縄文後期ピット
1999 AZ09 理 コラボレーションセンター新営に伴う排水桝 10～12 08-106ヶ所、 lヶ所で黒色土対応層まで掘削
17 BA12 事 津島地区電柱工事 造成土下に灰色粘質上・暗茶褐色粘質土層
AY09 理 校舎改修工事:理学部本館基礎補強工事 13
造成土 ドに暗青灰色粘質土 褐色粘質土・
灰色粘質土




AW08、AX08 工 精密応用化学科棟都市ガス改修工事 16～205 GL-182mで明灰褐色粘土 (中世?)
BA16 大文 総合研究棟仮設電柱建柱工事 15～17 GL-14mで中世層 ?、 軍庭 園の築 山土塁を一部掘削
2001 4 AZ10 理 校舎改修電気設備工事 10-12ン ドホール部分で中世溝
11 BB―BC16 事 本部棟電柱設置工事 15べ21 12^-142ヶ所、GL-14mで灰色粘土、GL-21mまで谷部か?
BB BC13 事 本部棟草庫移設工事 05～16 2ケ所、中世層まで掘削
BB14 事 本部棟樹木移植 065―´08
GL-14mに灰色粘質土層 (古代)を確
認
BB14 事 本部棟車庫移設工事に伴 う旧変電室基礎解体工事
045-
075 12ヶ所掘削、中世層まで掘削
2002 BE15 農 校舎改修電気設備工事 15 3ケ所、古代・古墳層まで掘削
2002 BC13～15 事 本部棟新設工事 :排水桝 管路 12～25 07～12 突帯文土器 石器がまとまって出土、近世溝・弥生溝
BB13 事 本部棟新営その他工事:雨水排水桝・管路 中世層と古代・古墳層を確認
2002 BB13・BD14 事 本部棟新営その他工事 :外灯 095～19 2ヶ所で中世層 と古代層 まで掘削、GIンー13mで黒色土
2002 BC07・ 09 教 養 一般教育棟B棟外灯設置工事 10～126 4ヶ所、中ll層まで掘削




1 BB13～15 五十 創立五十周年記念館新築に伴 う掘削 (雨水排水桝・管lT設工事 ) 07～08 中世層 まで掘削
4 AX06 工 総合研究棟新営機械設備工事
(ガス配管理設工事 ) 古代層 ?ま で掘肖U













AW～AX06～07 工 総合研究棟新営その他工事 (排水) 05～25 桝で縄文基盤層 まで掘削 した箇所あ り弥生溝
BC～BD15 事 旧事務局庁舎改修電気設備工事(外部給水・消火配管) 275 11 桝で、縄文基盤層確認
BG～BH13 事 公共下水桝接続工事N01区間農学部合併処理槽 縄文基盤層まで掘削
BE―BG10 事 公共 ド水桝接続工事No2区間体育館東～武道場西 195～225 08～09
桝で組文基盤層、管路で弥生早・前期 ま
で掘削、弥生溝・縄文上坑
2003 AZ16 事 公共下水桝接続工事No4区間文・法 経2号館西 縄文基盤層まで掘削、弥生溝確認
2003 BA10 事 公共下水lll接続工事No5区間理学部 中世頃の座主川を確認
2003 事 公共下水桝接続工事No6区間農学部4号館東 15～19 09--14
縄文基盤層 まで掘削、弥生 ～古墳初頭
ピット、近代畦畔状遺構 74
2003 B116 事 公共 ド水桝接続工事No7区間津島宿泊所 115～13 中世層まで掘肖U
B115 事 公共下水桝接続工事No8区間南宿舎 20～245 縄文基盤層まで掘削
1 BB～BD26 事 公共下水桝接続工事留学生等宿泊施設 122～168 中陛層まで掘削
6 BB9 10 事 津島キャンパス環境整備留学生センター西 05～115 04-06弥生後期包含層・遺構 ,礫層確認





5 AW09 工 工学部総合研究棟改修電気設備工事 (アース板設置) 基盤層～黒色土～明治の上層堆積確認







番号 年度 番 号 構 内 座 標 所属
調 査 名 称 掘 削 深 度(m)
造成土厚
(m) 概 要 文献
BC―BE03、 BB・






















BF16 農学部2号館南電柱移設 07223 2 中世層 まで






2007 AW07 08 工 総合研究棟Ⅲ期改修:外構桝・配管 (東半部) 11～14 近世層確認、土坑 1基











(m) 概 要 文献
3 AO～AW22 医病 外来診療棟蒸気配管埋設 上3 弥生時代後期土器・分銅形土製品、貝集積 1
7 1985 A Vヽ～BH23、
BH・B124 医病 外来診療棟関係屋外排水管理設 13～17 07-13中世・弥生の遺構 遺物 5
8 198512 AG31、AG24、AF23 医病
基幹環境整備緑化工事
:電気配線ハンドホール掘削 12～17 09～13 3ケ所、中世包含層
・ピット 5
9 1986 BI～BN4 医病 記念館東側汚水管改修工事 08～13 中L包含層、土器出土 6
1986 CL―CR12、CR―CX13、CX～DA14医短 護岸及び囲障工事 2 08～10 中世包含層 6




医病 旧管理棟跡地環境整備 :外灯基礎 12～15 07-102ヶ所、中世層を確認
BW71 ア アイソ トープセ ンターL形側溝・集水枡 14～15 中世溝 1条
1992 C173 医 テニスコー ト脇電柱埋設 古代土器 1点

















BV73、 CN78 医 校舎新営に伴 う仮設電柱工事 中世層 まで掘削
BV657ヽ1 医 研究棟新営に伴う給排水桝・管路 12-14 中世層まで掘削
BU65 医 研究棟新営に伴う検水槽 11 面積82ゴ、近世溝、中世溝・ピット
1999 BY42・43、
















医 グラウンド防球ネットポール 20～23 1lヶ所、南側 6ケ所は河道、7～10ヶ所付近は微高地、最北端は河道
BT51 医病 病棟新営に伴う汚水検水桝 2 1 造成土以下7層確認、古墳時代層まで掘
削 か 。










番号 年度 番号 構 内 座 標 所 属 調 査 名 称
掘 削 深 度
(m)
造成上厚
(m) 概 要 文献
D127 医 医学部ガス配管切 り離 し用
バルブ
取付工事 08～115 GL-085mで黄灰色粘質土







CHll～CN22 医 鹿田団地ガス配管埋設工事 10-13 中世層まで掘削







工事 :外灯 147～166 4ケ所、中世層まで掘削
CV36～45 医病 エネルギーセンター棟新営その他工事 :外溝 09～19 中世の井戸・柱穴 溝
BI～BS45～3
?? 総合教育研究棟新営その他工事 185～20 08～105ケ所、中世層まで掘削
事 本部棟新営その他工事 :植採移植 125 中世層
2002 BG18 医病 旧混合病棟グリース トラップ改修 底面で弥生～古墳層、土器小片










10 BR～BS50～54 医 総合教育研究棟給水配管理設工事 一部で中世層確認
BR53、 BL54 医 総合教育研究棟外構工事 (外灯) 14 中世層まで掘削
AF16、AF～








医病 医病構内支障給水管配管替工事 09-19 桝で中世?～近代の畦畔確認め弥生～古墳の河道と推定される砂層を確認。
DH～D」18、DJ19 医 医学部変電所 ピット周辺高圧ケーブル設置工事 11～25 07～11一部で弥生～近代層確認
CT～CU45 医病 エネルギーセンター棟新営に伴う工事 鹿円第12次調査地点と重複、同様の状況
4
CC13-20、
CD13～20 医病 基幹環境整備 (道路等)工事 12～22 09-‐12 基盤層まで掘削、中世東西 南北溝確認
5
AS03～07、AV～
AX07、AY BB09医病 中診棟屋上防水改修その他工事 06--09、 14、 18
ガス管1:GL-18m、中[L東西溝、古墳
時代南北溝確認
7 BTll 医病 中央診療棟新営工事:ガス管切断工事 128 中世溝埋土確認
C042、 CV36 医病 基幹整備 (電気設備)工事 13～165 中世層まで掘削、遺構埋上確認






17 CL12、 CNl13、CN14 15 医病
環境整備 (道路等)工事
:ガス配管2 10-12 中世層、中世遺構埋十確認
2007 BT・BU65 医 総合研究棟 (医学系)新営その他工事 中世層確認
2007 3T7～CP12 医病 用水路改修工事 17-2006-08包含層及び枝川東側で微高地確認





年度 番号 構 内 座 標 所属 調 査 名 称 掘 削 深 度(m)
造成土厚
(m) 概 要 文献
1 1983 教育 附属中学校新営 40～50 シル ト層中 1
2 1997 教育 附属小・中学校他囲障改修工事 12 079 GL-1lmで近世水田層、溝1条
<三朝地区 :福呂遺跡>
総合
番号 年度 番号 構 内 座 標 所 属 調 査 名 称
掘 削 深 度
(m)
造成土厚
(m) 概 要 文献







箱 数 (1箱:約30リットル) 備    考
(主要時期・特殊遺物) 文献総数 土器 石器 木器* 種子* その他 サンプル*
医病 発掘 鹿田第1次調査 外来診療棟) 598 155 l 弥生中期
～中 近世、木製短甲
人面線刻土器・ガラス滓等 7
鹿田第2次調査 NMR CT室) 1189 4 弥生後期～中世、日舟・木簡等
医短 鹿田第3次調査 (校舎) 1316 5 古代～中世、石帯
鹿田第4次調査 配管) 2 1 古代、鹿角製品





医 鹿田第7次調査 基礎医学棟 ) 1 4 弥生～近世、猿形木製品
医 鹿田第8次調査 RI治療棟 ) 8 8 弥生～中世
医病 鹿田第9次調査 病棟 I期) 1201 9 弥生～近世、木簡3点
医病 鹿田第10次調査 共同溝) 2 2 古代～近世
医病 鹿田第11次調査 病棟 I期) 2 弥生～近世、木簡 1点
医
鹿田第12次調査
(エネルギーセンタ )ー 1 弥
生～近世、櫛
医病 鹿田第13次調査 (総合教育研究棟) 5 弥生～近世











医病 鹿田第18次調査 (中央診療棟関連) 弥生～近世
医病 鹿田第19次調査 (歯学部渡 り廊下) 1 4
弥生後期～近世、壺棺、線刻土器、
蹄脚硯 本紀要





学生 津島岡大第3次調査 (男子学生寮) 15 2 縄文後期
～古墳初頭、古代～近世
石製指輪、蛇頭状土器片
津島岡大第4次調査 (屋内運動場) 1 1 弥生早期
～弥生前期<試掘調査遺
物を含む> 6
































































4 3 l 3 縄文後期
～近世、古代堰部材、曲
げ物
















箱 数 (1箱:約30リットル) 備     考
(主要時期・特殊遺物) 文献総数 土 器 石 器 木器* 種子* その他 サンプル*
事 発掘 津島岡大遺跡第27次調査





17 15 2 縄文後期～近世
農 津島岡大遺跡第29次調査






(福利厚生施設東棟 ) 6 1 1 縄文後期
～近世 本紀要







確認 鹿田 (駐車場 ) 1 1 弥生～中世 5
学生 津島北 (男子学生寮) 1 縄文後期～弥生前期
大 自 津島北 (自然科学研究科棟) 1 1 縄文後期～弥生前期 6
事 津島土生 (外国人宿舎) 1 1 縄文～中世 8
理 津島北 (身障者用エレベーター) 中・近世
教養 津島南 (身障者用エレベーター) 縄文・中世
工 津島北 (校舎 ) 1 1 縄文～近世
農薬 津島南 (動物 遺伝子実験施設) 縄文～弥生、中・近世
事 津島南 (国際交流会館 ) 中世
大 自 津島北 (合併処理槽 ) 中・近世
学生 津島南 (学生合宿所 ) 中世
教育 津島北 (身障者用エレベ ター‐) 縄文
図 津島北 (図書館 ) 古墳～中世
学生 津島南 (学生合宿所ポンプ槽 ) 縄文～中世
資生 倉敷 (資源生物科学研究所) 近世
ア 鹿田 (アイソ トー プ総合センター) 1 1 中世～近世
事 津島北 (福利厚生施設) 弥生 ?～中世? ?
津島南 (動物実験施設) 縄文 ?～近世
環 津島北 (環境理工Ⅱ期)
工 津島北 (システムエ学科棟 )
教 育 東山 (附属小学校校舎) 1
全 立会 83年度 2 2 分銅形土製品 1
84年度 1 1 2
85年度 l l 3
86年度 6
87年度 8
分布 89年度二朝 本島 14









08年度 1 1 本紀要
総 箱 数 344242276110174732 5483
付表4 埋蔵文化財調査室刊行物
番号 名 称 発行年月日
1 岡山大学構内遺跡調査研究年報 1 1983年度 1985年2月
岡山大学構内遺跡調査研究年報2 1984年度 1985年3月








番号 名 称 発行年月日
7 鹿田遺跡I 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第3冊 1988年3月
岡山大学構内遺跡調査研究年報5 1987年度 1988年10月
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第1号 1988年10月




















岡山人学構内遺跡調査研究年報 11 1993年度 1995年2月
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第13号 1995年3月
津島岡大遺跡5  岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第8冊 1995年3月
岡山大学構内遺跡調査研究年報 12 1994年度 1995年12月
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報第14号 1995年10月
津島岡大遺跡6 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第9冊 1995年12月
津島岡大遺跡7 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第10冊 1996年2月
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第15号 1996年3月
岡山大学構内遺跡調査研究年報 13 1995年度 1996年10月
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第16号 1996年10月
鹿田遺跡4 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第11冊 1997年3月
津島岡大遺跡8 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第12冊 1997年3月
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第17号 1997年3月
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第18号 1997年9月
岡山大学構内遺跡調査研究年報 14 1996年度 1997年11月
今、よみがえる古代 岡山大学埋蔵文化財調査研究センターの10年 1997年11月
津島岡大遺跡9 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第13冊 1997年12月
津島岡大遺跡10 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第14冊 1998年3月
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第19号 1998年3月
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第20号 1998年10月
岡山大学構内遺跡調査研究年報 15 1997年度 1999年1月
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第21号 1999年3月
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第22号 1999年月
岡山大学構内遺跡調査研究年報 16 1998年度 2000年 1月
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第23号 2000年3月
福呂遺跡I 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第15冊 2000年3月










番号 名 称 発行年月日
津島岡大遺跡11 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第16冊 2003年3月
津島岡大遺跡12 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第17冊 2003年 3月
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要 2001 2003年3月
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第29号 2003年3月








津島岡大遺跡15 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第20冊 2005年3月
津島岡大遺跡16 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第21冊 2005年3月
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第34号 2005年10月
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第35号 2006年3月





鹿田遺跡5 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第23冊 2007年3月
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第38号 2007年10月






























0                         100nl囮  発掘調査
目   試掘調査
■ ● 立会調査
※番号は付表2の総合番号に対応する。
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